
借
入
に
前
向
き
な
傾
向

　

今
後
一
年
間
に
借
入
計
画
が
あ
る

と
す
る
企
業
の
割
合
は
二
七
．
一
％

と
前
回
調
査
対
比
で
〇
．
七
ポ
イ
ン

ト
と
微
増
し
て
い
る
。
設
備
資
金
は

「
車
両
等
の
購
入
」「
工
場
・
店
舗
等

の
補
修
・
改
修
」
は
増
加
し
て
い
る

が
、「
製
造
機
器
・
ラ
イ
ン
の
増
設
」

は
低
下
し
、
生
産
（
営
業
）
活
動
維

持
に
必
要
な
投
資
を
優
先
し
て
、
営

業
方
針
に
苦
慮
し
て
い
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
三

年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査
を

ま
と
め
た
。
調
査
は
商
工
会
地
区

の
会
員
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
、

一
〇
三
五
社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
県
下
商
工
会
地
区

に
お
け
る
小
規
模
企
業
等
の
経
営
概

況
や
金
融
に
関
す
る
動
向
等
を
把
握

し
、
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
資

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

■
調
査
結
果
の
概
要

年
間
売
上
高
増
加
企
業
が
増
え
る

　

売
上
高
に
つ
い
て
は
年
間
売
上
高

の
増
加
企
業
の
割
合
は
増
加
し
た

が
、
今
後
の
売
上
高
は
七
一
％
が
減

少
を
予
想
し
て
お
り
、
景
況
へ
の
先

行
き
警
戒
感
が
強
い
。
本
年
十
月
～

十
二
月
の
資
金
繰
り
で
は
、
苦
し
く

な
る
と
予
想
し
た
企
業
の
割
合
が
増

加
し
た
。

　

苦
し
く
な
る
原
因
は
、
売
上
高
予

定
額
未
達
、
利
益
予
定
額
の
未
達
を

挙
げ
る
割
合
が
多
く
、「
借
入
返
済
額

が
大
き
い
」
を
苦
し
く
な
る
原
因
と

捉
え
る
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

金
融
実
態
調
査
結
果
ま
と
ま
る

東
日
本
大
震
災
が

　
経
営
に
影
響
を
与
え
る

２　商工会女性部全国大会の概要、青年部主張発表大会

３　東日本大震災被災地支援

４　経営のお得なお話、経営安定相談室、販促一口メモ

５　全国展開事業の取組み、地域資源活用事例

６　月刊「商工会」より

７　県ホームページバナー広告募集、創業塾開催案内

８　中小企業施策、各地のイベント　10 月

商工
春
秋
「
江
口
愛
実
」

な
る
人
物
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
夏
、

大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
今
や
国
民
的
人
気
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
た
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
一
員
と

し
て
起
用
さ
れ
た
。
実
際
は
実
在

の
人
物
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
六

名
の
顔
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た

Ｃ
Ｇ
合
成
だ
っ
た
の
だ
が
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
開
始
当
初
は
そ
れ
を

隠
し
、
ま
る
で
実
在
す
る
か
の
よ

う
に
広
告
さ
れ
て
い
た
。
謎
の
新

メ
ン
バ
ー
登
場
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
話
題
と
な
り
、
多
く
の

人
々
の
関
心
を
誘
い
、
商
品
の
売

上
増
に
つ
な
が
っ
た
▼
こ
の
販
促

の
成
功
要
因
は
、
製
作
者
が
投
じ

た
情
報
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
刺
激

さ
れ
、
更
に
は
消
費
者
が
ネ
ッ
ト

上
で
各
々
の
意
見
を
交
し
合
う
場

が
生
ま
れ
、話
題
が
拡
散
し
て
い
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
テ

レ
ビ
・
広
告
・
ネ
ッ
ト
の
複
数
メ

デ
ィ
ア
が
融
合
し
た
販
促
手
法
は

今
後
も
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
▼
現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い

て
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は

企
業
の
販
促
活
動
に
欠
か
せ
な
い
。

カ
ギ
と
な
る
の
は
、「
企
業
か
ら
の

情
報
を
ど
れ
だ
け
効
率
的
に
流
通

さ
せ
ら
れ
る
か
」
そ
し
て
「
い
か

に
自
社
サ
イ
ト
や
店
舗
へ
の
誘
導

を
引
き
出
せ
る
か
」
で
あ
る
。
ア

イ
デ
ア
次
第
で
中
小
企
業
に
も
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
は
や
っ
て
く
る
。

金
融
環
境
に
変
化
な
し

　

金
融
円
滑
化
法
が
施
行
さ
れ
て
い

る
が
、
借
入
金
の
条
件
変
更
難
易
度

は
「
容
易
で
あ
る
」「
交
渉
次
第
で

何
と
か
な
る
」
の
回
答
が
前
回
比
五
．

八
％
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
難
易
度
の

改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
影
響
を
受
け
た
割
合
が
五
六
．

二
％
と
半
数
を
超
え
た
が
、
資
金
繰

り
へ
の
影
響
は
「
ほ
と
ん
ど
変
化
は

な
い
」
が
七
四
．
七
％
を
占
め
、「
悪

化
し
た
」
は
一
七
．
五
％
に
止
ま
っ

た
。
業
種
で
は
飲
食
・
宿
泊
業
で
予

約
等
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

0 5 10 15 20 25 30

建設業

製造業

卸売業

小売業

飲食業・宿泊業

サービス業

運輸業

その他

29.3
17.1

1.3
22.5

10.8
14.5

2.4
2.1

※回答企業の業種 単位：％



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 23 年 9 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.435

2

　

十
月
十
三
日
（
木
）
か
ら
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
第

十
三
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

in
と
や
ま
の
実
施
概
要
が
ま
と

ま
っ
た
。

　

十
三
日
の
大
会
初
日
に
は
、
女

性
部
員
等
に
よ
る
富
山
を
象
徴
す

る
民
謡
等
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
女
性
部
結
成

四
十
五
周
年
記
念
事
業
に
関
す
る

事
業
報
告
並
び
に
表
彰
式
を
中
心

と
し
た
大
会
式
典
、
全
国
の
五
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
な
っ
た
女
性
部

員
が
日
頃
の
女
性
部
活
動
等
を
発

表
す
る
主
張
発
表
大
会
、
そ
し
て

基
調
講
演
と
し
て
、
立
山
博
物
館

の
米
原
寛
館
長
よ
り
「
立
山
信
仰 会議を重ねる女性部員

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

と
越
中
売
薬
の
こ
こ
ろ
と
知
恵
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
予
定
し

て
い
る
。
他
に
も
、
県
内
の
約

三
十
六
事
業
所
等
が
参
加
す
る
物

産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
多
彩
な
企
画

内
容
で
二
千
二
百
名
に
の
ぼ
る
全

国
の
女
性
部
員
を
歓
迎
す
る
。

　

会
場
は
、
メ
イ
ン
会
場
を
富
山

市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、
交
流
会
場

と
し
て
富
山
市
総
合
体
育
館
。

　

二
日
目
の
十
四
日
に
は
、
黒
部

峡
谷
や
高
岡
市
の
瑞
龍
寺
な
ど
県

内
の
観
光
地
等
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
紹
介
す
る
九
コ
ー
ス
以
上
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
参
加
商
工
会

女
性
部
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部
員
は
会

議
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
特
徴

あ
る
お
も
て
な
し
で
訪
れ
る
女
性

部
員
達
を
も
て
な
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

商
工
会
女
性
部
連
合
会
で
は
女

性
部
長
等
に
よ
る
全
国
大
会
実
行

運
営
委
員
会
を
組
織
し
、「
富
山
ら

し
さ
」
を
大
会
随
所
に
出
せ
る
よ

う
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会

の
実
行
委
員
会
と
調
整
を
続
け
て

い
る
。

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会中部ブロック大会へ

出場決まる

斉 藤  義 成 さん（南砺市）

　

県
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表

県
大
会
が
、
八
月
二
十
六
日
に

富
山
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

呉
東
、
呉
西
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
選
ば
れ
た
七
名
の
代
表
者

が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
、
南
砺
市
商
工

会
青
年
部
の
斉
藤
義
成
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、「
合
併
し
た
南

砺
市
を
ま
と
め
る
た
め
に
部
員

が
心
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
事
を

成
し
遂
げ
た
」
と
発
表
。
十
月

十
八
日
に
三
重
県
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出

場
す
る
。

　

な
お
、
県
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
。

■
最
優
秀
賞

斉
藤　

義
成
（
南
砺
市
）

■
優
秀
賞

松
嶋　

幸
治
（
立
山
舟
橋
）

吉
田　

竜
三
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

■
優
良
賞

長
木　

一
徳
（
富
山
市
北
）

石
尾　

昌
也
（
小
矢
部
市
）

野
口　

大
輔
（
入
善
町
）

串
田　

有
弘
（
射
水
市
）
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三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

で
破
壊
的
な
被
害
を
受
け
た
商
工

会
や
地
域
に
対
し
て
、
ま
た
、
富

山
県
に
避
難
さ
れ
た
方
々
に
、
県

内
の
商
工
会
、
商
工
会
青
年
部
、

女
性
部
、
商
工
同
友
会
は
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
支
援
の
一
部

を
紹
介
す
る
。

　

富
山
市
北
商
工
会
で
は
、
水
橋

橋
ま
つ
り
に
お
い
て
、
宮
城
県
の

特
産
品
を
販
売
し
、
売
上
金
と
当

日
募
集
し
た
義
援
金
を
宮
城
県
連

に
送
金
し
た
。

　

庄
川
町
商
工
会
で
は
、
庄
川
観

光
祭
で
の
花
火
協
賛
金
募
集
依
頼

書
に
協
賛
金
の
一
部
を
義
援
金
に 水橋橋まつりでの物産展

登米市での炊き出し

イベント会場で義援金の募集

広域指導課

充
て
る
旨
明
記
し
実
施
し
た
。
ま

た
、
大
会
当
日
、
本
部
等
で
義
援

金
の
募
集
を
行
い
、
そ
れ
ら
義
援

金
は
、
北
日
本
新
聞
社
を
通
じ
て

寄
付
さ
れ
た
。

　

高
岡
市
商
工
会
で
は
、
福
岡
地

区
市
営
住
宅
に
避
難
し
て
来
ら

れ
た
被
災
者
の
方
、
十
七
世
帯

五
十
一
名
を
慰
問
激
励
し
、
役
員
・

会
員
事
業
所
の
協
力
に
よ
り
日
用

品
や
衣
類
、
学
習
机
等
を
届
け
た
。

　

朝
日
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

六
月
十
五
日
、
同
町
の
友
好
都
市
、

岩
手
県
釜
石
市
の
避
難
所
で
豚
汁

の
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。
岩
田
部

長
ら
十
人
が
同
日
午
前
、
同
市
に

到
着
。
市
災
害
対
策
本
部
に
義
援

金
を
届
け
た
後
、
市
民
体
育
館
で

避
難
生
活
を
送
る
被
災
者
ら
に
豚

汁
を
振
る
舞
っ
た
。

　

入
善
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

五
月
三
日
に
部
員
・
事
務
局
の
計

八
名
で
、
同
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
宮
城
県
登
米
市
の
小
学
校
、
体

育
館
に
お
い
て
被
災
者
に
炊
き
出

し
（
入
善
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
ー
メ
ン
）

を
実
施
し
た
。

　

小
矢
部
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

四
月
二
十
三
日
に
部
員
十
九
名
で
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
を
訪
問
し
、
興

福
寺
と
光
ケ
丘
保
養
園
に
お
い
て
、

う
ど
ん
の
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
よ
り
学
童
用
文
具

を
贈
呈
し
た
。

　

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
で
は
、

七
月
九
日
に
上
新
町
商
店
街
で
な

り
ひ
ら
風
の
市
に
あ
わ
せ
て
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

支
援
物
資
等
を
集
め
岩
手
県
陸
前

高
田
市
へ
送
っ
た
。

　

射
水
市
商
工
会
で
は
、
岩
手
県

遠
野
市
の
伝
統
芸
能
「
鹿
踊
り
」

を
招
へ
い
し
、「
東
北
の
元
気
」
を

伝
え
た
。
遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
の

協
力
で
、
遠
野
市
周
辺
の
特
産
品

を
商
工
会
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ

と
商
工
ま
つ
り
」
会
場
で
販
売
。

そ
の
収
益
を
義
援
金
と
し
て
寄
付

し
た
。

　

南
砺
市
商
工
会
、
小
矢
部
市
商

工
会
女
性
部
、
商
工
同
友
会
な
ど

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て

東
北
の
物
産
販
売
を
行
っ
た
。

　

県
内
の
各
地
の
商
工
会
な
ど
で

支
援
の
輪
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
特
徴
を
活
か
し
た
取
組

み
を
、
今
後
も
続
け
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

県
青
年
部
連
合
会
で
は
、
被
災

地
青
年
部
連
合
会
が
開
設
し
た
預

金
口
座
へ
、
各
商
工
会
青
年
部
で

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
募
集

す
る
義
援
金
を
直
接
振
り
込
む
こ

と
で
、
被
災
地
県
青
連
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

調査期日 平成24年2月1日(水)

経済センサス
活 動 調 査

皆様のご理解とご協力をお願いします。

総務省　経済産業省　富山県
http://www.stat.go.jp/data/
e-census/guide/index.htm
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会
社
名　

グ
リ
ー
ン
ワ
イ
ズ
㈱

所
在
地　

富
山
県
射
水
市
三
ケ

業　

種　

造
園
工
事
業

◆
経
営
革
新
の

　
目
標

　

ウ
イ
ス
キ
ー
の

古
樽
を
リ
メ
イ
ク

し
た
環
境
に
優
し

い
「
洋
樽
雨
水
タ

ン
ク
」
と
、「
メ
モ
リ
ア
ル
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
」、「
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
」
を

新
商
品
と
し
て
導
入
し
、「
ガ
ー
デ

ン
デ
ザ
イ
ン
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
こ
と
で
、
自
社
の
主
力
事

業
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
受
注
の
拡

大
を
推
進
す
る
。

◆
事
業
の
新
規
性
に
つ
い
て

　

自
社
の
強
み
で
あ
る
ガ
ー
デ
ン
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
「
エ
コ
」、「
メ
モ
リ

ア
ル
」
に
着
目
し
た
商
品
を
導
入
す

る
こ
と
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
楽
し
み

を
広
げ
差
別
化
を
図
り
、
人
と
地
球

に
優
し
い
庭
造
り
・
空
間
創
り
を
提

案
す
る
。
そ
の
中
で
、
エ
ク
ス
テ
リ

ア
の
提
案
を
よ
り
他
社
と
差
別
化
し

て
い
く
た
め
に
も
、
庭
に
設
置
す
る

素
材
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
持
っ
た
商

品
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

環
境
意
識
が
高
く
庭
造
り
に
こ
だ
わ

り
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
古

樽
を
リ
メ
イ
ク
し
た
環
境
に
優
し
く

庭
の
景
観
に
調
和
す
る
独
特
の
風
合

い
を
も
っ
た
「
洋
樽
雨
水
タ
ン
ク
」

を
製
造
し
、
庭
造
り
に
こ
だ
わ
り
を

持
つ
ユ
ー
ザ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
な
庭
造
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
を
提
案

す
る
。
加
え
て
、メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー

ト
は
、
文
字
お
よ
び
似
顔
絵
な
ど
を

石
に
装
飾
し
記
念
に
残
る
商
品
と
し

て
提
供
し
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
、

自
由
に
タ
イ
ル
を
組
合
せ
様
々
な
模

様
を
ユ
ー
ザ
ー
個
別
に
作
成
す
る
。

◆
販
路
に
つ
い
て

　

地
域
密
着
型
の
営
業
活
動
と
共

に
、
水
資
源
の
豊
富
で
は
な
い
関
東・

関
西
な
ど
の
大
都
市
圏
、
子
供
達
の

「
エ
コ
」
へ
の
意
識
づ
け
に
取
り
組

む
教
育
機
関
等
へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
販
売
活
動
を
推
進
す
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
で
「
エ
コ
」、「
メ
モ
リ
ア
ル
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
洋
樽
雨
水
タ

ン
ク
」、「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
」、「
メ

モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
」
は
、
独
自
性

の
高
い
ス
キ
マ
商
品
で
あ
り
話
題
性

の
高
い
商
品
に
な
り
う
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

　

四
回
目
の
今
回
は
、
販
促
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
説
明
す
る
。「
メ

デ
ィ
ア
」
と
は
、
消
費
者
に
情
報

を
伝
え
る
媒
体
の
こ
と
で
あ
る
。

販
促
活
動
を
行
う
上
で
、
よ
り
多

く
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報
を
届
け

る
に
は
、
Ｄ
Ｍ
は
が
き
と
店
内
チ

ラ
シ
、
Ｈ
Ｐ
で
の
案
内
等
、
複
数

の
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
最
近
で
は「
続

き
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
！
」
と
い
っ
た
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
自
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
ク
ロ
ス
メ

デ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
よ
く

見
る
。

　

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
た

背
景
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
る
消
費
者
の
購
買
行

動
の
変
化
が
あ
る
。
電
通
が
提
唱

し
た
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
理
論
と
呼
ば
れ

る
消
費
行
動
モ
デ
ル
で
は
、
従
来

の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
モ
デ
ル
と
異
な
り
、

検
索
（Search

）
と
共
有
（Share

）

が
加
わ
る
。
消
費
者
の
購
買
行
動

が
変
わ
れ
ば
、
売
り
手
の
販
売
行

動
も
変
わ
る
。
自
社
を
支
持
し
て

く
れ
る
顧
客
の
購
買
行
動
を
把
握

し
、
顧
客
に
適
し
た
メ
デ
ィ
ア
を

見
極
め
、
販
売
促
進
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

経
営
安
定
特
別
相
談
室
　 

②

県
制
度
資
金
を
利
用
し
た
資
金
繰
り
改
善
事
例

【
現
状
】

　

当
社
の
主
要
取
引
先
Ａ
社
か
ら

の
受
注
が
止
ま
り
、
一
時
経
営
不

振
に
陥
っ
た
が
、
新
規
受
注
先
が

３
カ
月
後
に
確
保
で
き
、
操
業
は

回
復
し
た
。

　

一
時
期
の
操
業
低
下
に
よ
り
手

元
資
金
が
枯
渇
し
、
資
金
繰
り
が

窮
地
に
陥
る
。

【
問
題
点
】

　

新
規
受
注
先
か
ら
の
資
金
回
収

ま
で
の
繋
ぎ
資
金
及
び
資
金
繰
り

の
安
定
が
急
務
と
な
る
。

【
経
営
課
題
】

　

当
社
の
製
品
は
省
力
化
に
優
れ

て
い
る
が
、
販
路
開
拓
が
進
展
せ

ず
、
売
上
高
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

【
提
案
・
支
援
事
項
】

　

県
制
度
融
資
の
緊
急
経
営
改
善

資
金
に
よ
り
、
借
換
資
金
と
運
転

資
金
を
調
達
し
て
資
金
繰
り
改
善

を
提
案
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
へ
の
参
加
に
よ
る
販
路
開

拓
を
提
案
し
、中
小
企
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
の
活
用
に
よ

る
経
営
課
題
の
解
決
を
図
る
。
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バ
タ
バ
タ
茶
は
、
富
山
県
の
東
部

に
位
置
す
る
朝
日
町
蛭
谷
（
び
る
だ

ん
）
集
落
で
古
く
か
ら
飲
ま
れ
て
い

る
お
茶
で
す
。
煮
立
て
た
黒
い
お
茶

を
五
郎
八
茶
碗
に
入
れ
、
茶
せ
ん
で

バ
タ
バ
タ
と
泡
立
て
る
こ
と
で
、
軽

く
、
飲
み
や
す
く
な
っ
て
、
身
体
に

優
し
い
お
茶
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
お
茶
は
か
つ
て
、
消
滅
の
危

機
を
迎
え
ま
し
た
。
製
造
す
る
人
が

い
な
く
な
り
、
手
に
入
ら
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
平
成
元
年
に
地

域
特
産
品
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
商
工
会
が
、
地
域
の

関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
黒
茶
の

栽
培
、
製
造
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

バ
タ
バ
タ
茶
が
で
き
る
ま
で
に

は
、
茶
摘
→
裁
断
→
蒸
ら
し
→
切
り

替
え
し
→
乾
燥
の
工
程
を
要
し
ま

す
。
高
品
質
の
お
茶
を
製
造
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
工
程
で
人
の
感
に
頼

る
と
こ
が
大
き
く
、
そ
の
技
術
の
伝

承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
こ
れ
ら
の
製
造
課
題

に
対
し
て
、
適
切
な
機
関
よ
り
支
援
を

受
け
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
働
し
な

が
ら
そ
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
は
平
成
元
年
に
株
式

会
社
あ
さ
ひ
を
創
立
し
、
家
庭
や
集

落
で
飲
ま
れ
て
い
る
お
茶
を
、
県
内

外
の
消
費
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
缶
入
り
商
品
や
関
連
商
品
の

詰
め
合
わ
せ
等
の
商
品
開
発
に
取
り

組
み
販
路
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
に
は
、
誰
で
も
気

軽
に
お
茶
を
味
わ
え
る
事
を
目
的

に
、「
バ
タ
バ
タ
茶
伝
承
館
」
を
朝

日
町
が
建
設
、
そ
の
運
営
管
理
を
商

工
会
が
担
っ
て
お
り
、
徐
々
に
そ
の

知
名
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
商
工
会
で
は
「
バ
タ
バ
タ

茶
の
優
れ
た
価
値
を
県
内
外
に
情
報

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
訪
れ
る

観
光
客
に
朝
日
町
の
良
さ
を
伝
え
な

が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

け
れ
ば
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
活
用
事
例

朝
日
町
商
工
会

合掌の里「竹中家」で開催された
第1回実行委員会

歓談する地元の人たち

南
砺
市
商
工
会五箇

山
事
務
所

　

七
月
一
日
、
南
砺
市
菅
沼
（
上
平
）

の
五
箇
山
合
掌
の
里
「
竹
中
家
」
に

お
い
て
地
元
事
業
者
な
ど
二
十
三

名
が
出
席
し
「
世
界
遺
産
と
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
繋
が
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
調
査
研
究
事
業
」
の
第
一
回

実
行
委
員
と
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
の
合

同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

五
箇
山
は
、
合
掌
集
落
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
十
五
年
が
経

過
し
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線

開
通
効
果
も
薄
ら
い
で
き
た
。
高
速

道
路
の
整
備
で
世
界
遺
産
だ
け
を
見

て
次
の
目
的
地
へ
移
動
す
る
観
光
客

も
多
く
、
新
た
な
観
光
戦
略
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
空
き
屋
の
合
掌
造

り
の
活
用
実
験
、
周
辺
に
あ
る
和
紙

や
民
謡
、
食
文
化
な
ど
の
地
域
資
源

を
再
評
価
又
は
発
掘
し
、
そ
の
資

源
を
活
用
し
た
着
地
型
観
光
の
模

索
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
創
出

す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
澤
﨑
聡
氏
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
十
二
月
ま
で
に

次
年
度
か
ら
の
事
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
の
方
向
性
を
ま
と
め
る

事
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
七
月
二
十
三
日
に
商
品

企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門

家
で
あ
る
藤
村
京
子
氏
を
招
い
て
、

和
紙
関
連
事
業
者
の
会
合
が
開
催

さ
れ
、「
五
箇
山
和
紙
に
は
個
性
や
、

地
域
と
の
結
び
つ
き
が
見
え
て
こ

な
い
。
共
通
の
認
識
、
共
通
事
項
を

ど
こ
で
作
る
か
が
大
切
」
と
の
課
題

を
挙
げ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

更
に
は
観
光
客
の
認
知
度
と
興

味
度
の
差
異
を
測
る
「
ギ
ャ
ッ
プ
調

査
」
の
実
施
を
九
月
に
予
定
し
て
い

る
。
こ
の
調
査
で
は
、
事
前
の
質
問

作
り
に
自
発
的
・
主
体
的
に
関
わ
る

事
が
大
切
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
の
価
値
を
再
発
見
し
、
磨

き
、
お
客
さ
ま
視
点
に
よ
る
商
品
を

作
り
出
す
こ
と
が
観
光
地
づ
く
り

の
力
に
な
る
」
と
活
発
な
話
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
。
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊

す
る
、
地
域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工

会
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

組
織
体
制
の
改
革
が
奏
功

支
援
実
績「
見
え
る
化
」

　
　
　
　
　
　

  

を
推
進

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会

　

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
（
中
西

重
康
会
長
）
で
は
、
平
成
十
九
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
商
工
会
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
体
制
が
、
経

営
革
新
承
認
件
数
を
大
幅
に
増
や

す
な
ど
、
会
員
支
援
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を

対
外
的
に
公
表
し
て
商
工
会
組
織

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、「
経
営

支
援
発
表
大
会
」
を
平
成
十
二
年

か
ら
開
催
し
て
い
る
。

　

効
率
的
で
効
果
的
な
巡
回
支
援

を
実
施
す
る
た
め
、
地
域
の
商
工

業
者
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
。
事
業

所
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
支
援
を
行
う
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、
支
援

専
門
員
（
経
営
指
導
員
）
の
平
均

巡
回
件
数
は
年
間
八
百
回
、
担
当

企
業
数
は
三
百
件
以
上
。
全
国
連

が
示
し
て
い
る
年
間
目
標
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。

輝
け
商
工
会

　

静
岡
県
焼
津
市
の
大
井
川
商
工

会
（
大
石
正
史
会
長
）
は
、
商
品

の
販
売
な
ど
を
通
じ
て
お
金
や
モ

ノ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
小
学
生
を
対
象

に
店
舗
経
営
体
験
学
習
活
動
を
継

続
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
今
年
一
月
に
文
部
科

学
省
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
優
良

団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
同
商
工
会
で
は
「
商
店

が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、
町
が
元

気
を
取
り
戻
せ
な
い
」
と
し
て
商

店
の
活
性
化
事
業
に
も
力
を
い
れ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
今
年

度
か
ら
、
年
金
の
振
込
日
に
合
わ

せ
、
信
用
金
庫
の
駐
車
場
に
設
け

た
テ
ン
ト
で
食
料
品
や
雑
貨
な
ど

の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の

　
　

も
の
づ
く
り
百
景

　

茨
木
県
に
あ
る
ア
ー
ト
科
学（
佐

藤
栄
作
社
長
）
は
、
試
験
装
置
や

実
験
装
置
な
ど
の
設
計
か
ら
、
開

発
、
製
造
、
販
売
ま
で
の
一
貫
体

制
を
確
立
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
同
社
は
理
化
学
機

器
な
ど
の
専
門
商
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
商
社
機
能
に
も

の
づ
く
り
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
他
社
と
差
別
化
を
目
指
し
て

い
る
。
加
え
て
、
研
究
開
発
分
野

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、セ
ラ
ミ
ッ

ク
ナ
ノ
シ
ー
ト
を
開
発
、
量
産
化

を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
実
用
的

繊
維
強
化
複
合
材
料
の
開
発
に
も

成
功
す
る
な
ど
、
新
し
い
分
野
の

研
究
開
発
で
も
成
果
が
出
始
め
て

い
る
。

「
加
工
特
産
品
」

　
　
　

開
発
の
つ
ぼ

　

長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、「
地

域
資
源
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

加
工
特
産
品
の
開
発
は
、
ま
ず

料
理
の
試
作
か
ら
始
め
る
。
そ
の

料
理
を
加
工
技
術
に
よ
っ
て
日
持

ち
す
る
も
の
に
す
る
こ
と
で
加
工

特
産
品
と
な
る
。
こ
の
料
理
を
プ

ロ
ト
品
（
ひ
な
形
・
原
型
）
と
呼
ぶ
。

　

二
十
二
年
度
は
東
信
・
南
信
・

中
信
・
北
信
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
地
域
資
源
を
活
か
し
た
料
理
作

り
を
行
っ
た
。
全
体
で
な
ん
と
約

八
十
ア
イ
テ
ム
の
プ
ロ
ト
品
が
出

来
上
が
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
南
信
代
表
は
ほ
た

る
の
乱
舞
漬
け
と
い
う
地
元
野
菜

を
使
っ
た
漬
物
で
、
こ
れ
は
ボ
イ

ル
殺
菌
製
法
に
よ
っ
て
一
定
期
間

賞
味
期
限
の
あ
る
漬
物
に
な
る
。

　

東
信
代
表
の
プ
ル
ー
ン
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
は
ｐ
ｈ
調
整
法
に
よ
っ
て

プ
ロ
ト
品
を
加
工
特
産
品
に
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
開
封

で
六
カ
月
の
賞
味
期
間
の
あ
る
特

産
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
な
っ
た
。

　

県
女
性
部
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー

は
こ
の
代
表
ア
イ
テ
ム
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
代
表
ア
イ
テ
ム
か
ら

加
工
技
術
を
学
ん
で
将
来
的
に
は

二
十
二
年
度
に
作
っ
た
約
八
十
の

ア
イ
テ
ム
の
多
く
を
加
工
特
産
品

に
し
て
地
域
で
販
売
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

注
目
！
地
域
ブ
ラ
ン
ド

　
〝
あ
ん
し
ん
い
ん
〟
と
書
い
て

〝
あ
じ
む
〟
と
よ
ぶ
旧
安
心
院
町

は
、
農
業
体
験
や
農
業
宿
泊
な
ど

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
分
県

の
町
。
い
ま
全
国
各
地
で
「
農
業

民
宿
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
先
駆
け
的
な
地
域
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

旧
安
心
院
町
は
二
〇
〇
五
年
に

宇
佐
市
と
合
併
し
た
農
山
村
。
農

業
が
主
要
産
業
で
、
盆
地
特
有
の

気
温
差
が
あ
る
た
め
に
美
味
し
い

コ
メ
や
果
物
が
収
穫
で
き
る
。

　

し
か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
み
、
生
産
農
地
が
減

少
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
き
た
。

そ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
発
祥
の

「
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
着
目
し
、

「
都
市
と
農
村
の
交
流
」
を
取
り
入

れ
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
も
う

と
考
え
た
。

　

安
心
院
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
の
特
徴

は
、「
安
心
院
方
式
」
と
呼
ば
れ
る

会
員
制
に
よ
る
農
村
民
泊
で
す
。

宿
泊
料
の
代
わ
り
に
「
農
村
文
化

体
験
料
」
を
謝
礼
と
し
て
受
け
取

る
。

　

安
心
院
で
は
「
一
回
泊
れ
ば
、

遠
い
親
戚
、
十
回
泊
れ
ば
本
当
の

親
戚
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
い
、

ち
な
み
に
「
本
当
の
親
戚
」
に
な
っ

た
人
は
四
十
名
を
超
え
る
。

　

ま
た
、
宿
泊
以
外
で
も
農
家
体

験
に
訪
れ
る
人
の
数
は
年
々
増
え

て
お
り
、
そ
の
結
果
地
元
の
ス
ー

パ
ー
や
直
販
所
の
売
上
が
増
え
る
と

い
う
波
及
効
果
も
生
ま
れ
て
い
る
。
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平成23年度地域人材創出事業
富山市南商工会 射水市商工会 下新川地域商工会広域協議会

開催場所 富山県中小企業研修センター
富山市赤江町 1-7

射水市小杉社会福祉会館
射水市戸破 4200-11

入善まちなか交流施設
うるおい館
入善町入膳 5232-5

開催日 10 月 1 日（土）、15 日（土） 10 月 16 日（日）、30 日（日） 11 月 5 日（土）、19 日（土）
時　間 9:00 ～ 16:00 9:00 ～ 16:00 9:00 ～ 16:00

募集定員 15 名 20 名 15 名
受講料 1,000 円 1,000 円 1,000 円

内　容

10 月 1 日（土）
・創業への心得
・創業のための準備と手続き
・経営に必要な金融知識
・税務の基礎知識
10 月 15 日（土）
・人の賢い雇い方
・事業の骨組みを固めよう
　プランニング成功のポイント
・創業後の留意点と相談場所

10 月 16 日（日）
・創業にあたって
・ビジネスプランの作成
・創業時の資金調達
10 月 30 日（日）
・財務、税務の基礎知識
・決算書の読み方
・開業の際に必要な届け出
・ビジネスプランの仕上げ
・集客と販路
・個別相談会

11 月 5 日（土）
・創業の心構え成功のポイント
・開業資金の調達と上手な金融機関  
  との付き合い方
・起業家必須、税務財務の基礎知識
11 月 19 日（土）
・開業への具体化の方法
・ビジネスプランのポイント

お問合わせ
・

お申込み先

富山市南商工会本部
　076-439-6333
大山支部センター
　076-483-1420
大沢野支部センター
　076-467-1963
神通支部センター
　076-485-2341
婦中支部センター
　076-465-5700

射水市商工会本所　総務課
　0766-52-0072
小杉支所
　0766-55-8023
大島支所
　0766-52-1329
大門支所
　0766-52-3510
下支所
　0766-59-2325

下新川地域商工会広域協議会

・入善町商工会
　　0765-72-0163
・朝日町商工会
　　0765-83-2280
・宇奈月町商工会
　　0765-62-1136

創業塾

富山県ホームページのバナー広告募集のご案内富山県ホームページのバナー広告募集のご案内
　富山県では、県ホームページのトップページにバナー広告を
掲載してくださる企業を募集しています。
　貴社の情報発信、イメージアップに、ぜひご活用ください。

　掲 載 場 所　トップページの右下部及び右上部
　　　　　　　※右上部は右下部掲載広告をランダムに表示
　広 告 枠 数　４枠
　広告掲載料　１枠当たり月額 50,000 円 （税込み）
　掲 載 期 間　１か月単位 （複数月の申し込み歓迎！）
　広告の規格
　大きさ ： 縦 60 ピクセル・横 200 ピクセル
　形　式 ： JPEG 又は GIF （アニメーション不可）
　データ容量 ： 20KB以下
　トップページの利用実績
　月平均ビュー数 ： 約 212,430 ビュー数 （平成 22年度）
　お申込み・お問合せ
　富山県 知事政策局 広報課 企画・報道係
　TEL：076-444-3133 
　http://www.pref.toyama.jp/ad_banner.html

右下部掲載広告を
ランダムに表示

　夢や目標に向かって行動開始！
　創業までの流れ、ビジネスプランの作成や経営に必要な基礎知識・ノウ
ハウをわかりやすく学べます。
受講対象者　創業を予定されている方、創業されて間もない方、創業に興

味をお持ちの方であればどなたでも受講できます。
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本年5月20日、「職業訓練の実施等による
特定求職者の就職の支援に関する法律」
が公布されました。本年10月1日から「求職
者支援制度」がスタートします。

　求職者支援制度とは、雇用保険を受給できない失業
者の方（※１）に対し、
（1）無料の職業訓練（求職者支援訓練）を実施し、 
（2）本人収入、世帯収入及び資産要件等、一定の支給
要件を満たす場合は、職業訓練の受講を容易にす
るための給付金を支給するとともに、 

（3）ハローワークにおいて強力な就職支援を実施する
ことにより、安定した「就職」を実現するための
制度です。 

（※１　雇用保険の適用がなかった方、加入期間が足り
ず雇用保険の給付を受けられなかった方、雇用保険の
受給が終了した方、学卒未就職者や自営廃業者の方等） 
　詳細につきましてはお近くのハローワークまでお問
い合わせください。

ノーマイカーウィークノーマイカーウィークノーマイカーウィーク
エコ通勤 はじめませんか！
　マイカー通勤・通学する方を
対象に、期間中（10/3～7）、
公共交通機関を100円で利用
できるワンコイン・エコパスを
配布します。

富山地方鉄道（電車、バス）、加越能鉄道（バス）
万葉線、富山ライトレール
申込・エコパス配布は事業所単位　　　　　９月22日（木）
県ホームページ内の総合交通政策室のページ等でご確認ください。
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1003
県総合交通政策室　TEL：076-444-3123

富山県新世紀産業
機構内会議室

20，27日

17，24日

富山県民会館

６，１３日

１０日

高岡会場 富山会場

富山県発明協会

5，12，19，26日

2，9，16，30日

開催月

１０月

１１月

10/3▶7

利用可能
交通機関

H P
お問合せ

お申込み 締切り

ワンコイ
ン・エコ

パス

申込受
付中！

県・市町村
統一

第６１回城端むぎや祭

ふれあい青空市「やまだの案山子」

五箇山和紙まつり

春日温泉まつり

なりひら風の市

風の盆ステージ

坂のまちアートｉｎやつお

大山ふれあい開運まつり

第８回獅子舞＆ヨサコイ競演会

大門曳山まつり

まつりんぴっく２０１１

市姫さんど

どーんと利賀の山祭り

丘の夢牧場ふれあいフェア２０１１

ビッグ庄川なんでも市

ハッピーハロウィンinおおさわのほそいり

９月１７(土)～１８（日）

１０月　土曜・日曜・祝日

１０／１（土）～２（日）

１０／２（日）

１０／８（土）

１０／８（土）・２２（土）

１０／８（土）～１０（祝）

１０／８（土）

１０／９（日）

１０／９（日）

１０／２２（土）

１０／１６（日）

１０／２２（土）～２３（日）

１０／２３（日）

１０／２３（日）

１０／２３（日）

南砺市商工会城端事務所

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

道の駅たいら「五箇山和紙の里」

大沢野観光協会

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

坂のまちアートｉｎやつお実行委員会

富山市南商工会大山支部

獅子舞競演会実行委員会

㈳射水市観光協会

入善町商工会

上市町商工会

利賀山祭り実行委員会

丘の夢牧場ふれあいフェア神保実行委員会

庄川町商工会

富山市南商工会大沢野支部女性部

0763-62-2163

076-457-2333

0763-66-2403

076-467-1963

076-455-3181

076-454-5138

076-455-1184

076-483-1420

076-465-2116

0766-84-4649

0765-72-0163

076-472-0716

0763-68-2111

076-469-2497

0763-82-1155

076-467-1963

イベント名 開 催 日 お問合せ先

10月月各地の


